
（1） （第81号）法　人　お　お　た

味
も
姿
も

日
本
一
と
言
わ
れ
る
絶
品
鮎
！

（一社）太田法人会ホームページ　https://www.ohta-houjinkai.com/

久
慈
川
は
八
溝
山
の
山
麓
を
源
と
し
、
鮎
釣
り
の
メ

ッ
カ
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
ま
す
。
毎
年
６
月
１
日
午

前
５
時
に
は
待
ち
に
待
っ
た
鮎
釣
り
が
解
禁
と
な
り
、

今
日
も
こ
の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
多
く
の
釣
り
人

た
ち
が
、
早
朝
か
ら
久
慈
川
の
川
辺
に
詰
め
か
け
ま
し

た
。
水
が
き
れ
い
な
こ
と
か
ら
良
い
苔
が
で
き
、
そ
れ

を
食
べ
て
成
長
す
る
鮎
は
味
も
姿
も
日
本
一
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

今
年
の
久
慈
川
の
鮎
は
、
遡
上
量
も
多
く
、
体
長
７

～
10
セ
ン
チ
を
超
え
る
良
型
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

（
写
真
提
供
：
大
子
地
区
会
）
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（第81号） （2）法　人　お　お　た

こ
の
度
の
定
期
人
事
異
動
に
よ

り
、
太
田
税
務
署
長
と
し
て
着
任
し

ま
し
た
石
川
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
太
田
法
人
会
の
会

員
の
皆
様
に
は
、
税
務
行
政
に
対
し

ま
し
て
、
日
頃
か
ら
深
い
ご
理
解
と

多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
企
業
の
発
展
を
支
援
し
、
地
域

の
振
興
に
寄
与
し
、
国
と
社
会
の
繁

栄
に
貢
献
す
る
経
営
者
の
団
体
」
と

し
て
、
税
知
識
の
普
及
や
納
税
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
に

熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、
申
告
納
税
制

度
の
維
持
、
発
展
と
税
務
行
政
の
円

滑
な
運
営
に
と
っ
て
、
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た

「
租
税
教
室
」へ
の
講
師
派
遣
及
び
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
税
に
関
す

る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
開
催

な
ど
の
租
税
教
育
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。こ

う
し
た
貴
法
人
会
の
活
動
は
、

税
知
識
の
普
及
、
納
税
意
識
の
高
揚

だ
け
で
な
く
、
地
域
企
業
と
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ

れ
て
お
り
、
重
ね
て
、
心
か
ら
深
く

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
国
税
当
局
で
は
、
税
務
行

政
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
し
て
、
納

税
者
の
利
便
性
の
向
上
、
課
税
・
徴

収
事
務
の
効
率
化
、
事
業
者
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

貴
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

令
和
７
年
度
事
業
計
画
の
事
業
活
動

に
、
税
施
策
等
の
普
及
推
進
を
目
的

と
す
る
事
業
と
し
て
、
添
付
書
類
を

含
め
た
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）の
普
及
推
進
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
拡
大

に
向
け
た
取
組
の
推
進
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
更
な
る
普
及
推
進
と
事
業

者
の
登
録
申
請
に
係
る
支
援
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

国
税
当
局
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

大
変
心
強
く
感
じ
て
お
り
、
皆
様
と

と
も
に
、
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上

の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
税
務
手
続
が
税

務
署
に
行
く
こ
と
な
く
で
き
る
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
税
当
局
で

は
、
課
税
・
徴
収
事
務
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
複
数
の
税
務
署
の
内
部

事
務
を
業
務
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
集

中
処
理
す
る
「
内
部
事
務
セ
ン
タ
ー

化
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

太
田
税
務
署
に
つ
き
ま
し
て
も
、

令
和
７
年
７
月
か
ら
セ
ン
タ
ー
化
の

対
象
署
と
な
っ
て
お
り
、
一
部
事
務

を
、
業
務
セ
ン
タ
ー
つ
く
ば
分
室
に

お
い
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

業
務
セ
ン
タ
ー
つ
く
ば
分
室
か
ら

納
税
者
の
皆
様
に
対
し
、
電
話
や
文

書
に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

従
来
か
ら
国
税
当
局
と
良
好
な
関
係

を
築
い
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
私
ど

も
と
い
た
し
ま
し
て
は
皆
様
を
税
務

行
政
の
良
き
理
解
者
と
し
て
、
誠
に

心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
連
絡
・
協
調
関
係
を
推

進
し
、
時
代
に
即
し
た
申
告
納
税
制

度
の
更
な
る
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
一
般
社

団
法
人
太
田
法
人
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
、
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
会
員

企
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

着
任
の
挨
拶

太
田
税
務
署
長

石
川
　
尚
明

署
長	

	

石　

川　

尚　

明�
	

（
前
任
地
）
関
東
信
越
国
税
局　

�

調
査
査
察
部	

査
察
総
括
第
二
課　

課
長

総
務
課
長	

	

笠　

松　

潤　

一	
	

（
前
任
地
）
浦
和
税
務
署　

徴
収
第
一
部
門　

統
括
官

管
理
運
営
部
門　
　
　

統
括
官	

小　

山　

善　

浩	
	

（
前
任
地
）
潮
来
税
務
署　

管
理
運
営
第
二
部
門　

統
括
官

徴
収
部
門　
　
　
　
　

統
括
官	

早　

坂　
　
　

啓	
	

（
前
任
地
）
佐
久
税
務
署　

徴
収
部
門　

統
括
官

個
人
課
税
第
一
部
門　

統
括
官	

佐
々
木　

浩　

志
（
留
任
）

個
人
課
税
第
二
部
門　

統
括
官	

小
田
倉　
　
　

要	
	

（
前
任
地
）
那
覇
税
務
署　

個
人
課
税
第
四
部
門　

統
括
官

個
人
課
税
第
三
部
門　

統
括
官	

奥　

田　

ひ
ろ
み	

	

（
前
任
地
）
日
立
税
務
署　

個
人
課
税
第
三
部
門　

統
括
官

資
産
課
税
部
門　
　
　

統
括
官	

竹　

野　

正　

之
（
留
任
）

法
人
課
税
第
一
部
門　

統
括
官	

徳　

藏　

寿　

男	
	

（
前
任
地
）
大
宮
税
務
署　

法
人
課
税
第
三
部
門　

統
括
官

法
人
課
税
第
二
部
門　

統
括
官	

井　

上　

宗　

士
（
留
任
）

法
人
課
税
第
一
部
門
（
法
人
会
担
当
）	

	
	

	

安　

田　

圭　

亮
（
留
任
）

太

田

税

務

署

幹

部

�

（
七
月
十
日
付
　
定
期
異
動
）



（3） （第81号）法　人　お　お　た

第
13
回
定
時
総
会
が
本
年
６
月
19

日
午
後
２
時
か
ら
常
陸
太
田
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
（
常
陸
太
田

市
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
状
贈
呈
式
の
後
、
成
井
前
副

会
長
（
太
田
地
区
会
副
会
長
）
が
開

会
を
宣
言
し
、
小
祝
会
長
は
「
今
年

度
は
、
来
年
度
実
施
さ
れ
る
法
人
会

全
国
大
会
茨
城
大
会
の
成
功
に
向
け

て
、
役
職
員
一
同
全
力
を
傾
注
し
て
い

き
た
い
」
と
力
強
い
挨
拶
を
述
べ
た

後
、
ご
来
賓
を
紹
介
し
、
会
長
が
議
長

と
な
り
、
審
議
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
ご
来
賓
に
は
小
暮
政
雄
前

太
田
税
務
署
長
、
後
藤
直
子
茨
城
県

税
事
務
所
長
、
藤
田
謙
二
常
陸
太
田

市
長
、
西
野
一
茨
城
県
議
会
議
長
を

は
じ
め
、
各
関
係
団
体
の
皆
様
を
お

迎
え
し
、
出
席
者
は
、
委
任
状
出
席

と
合
わ
せ
て
９
９
１
名
で
、
会
員
数

の
過
半
数
と
な
り
、
有
効
に
成
立
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
に
お
い
て
、
小
祝
会
長
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。
（
新
役
員
名
簿
は
３
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

議
案
は
次
の
通
り
で
す
。
※
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

〔
審
議
事
項
〕

第
１
号
議
案

令
和
６
年
度
事
業
報
告
承
認
に
関

す
る
件

第
２
号
議
案

令
和
６
年
度
収
支
決
算
報
告
承
認

に
関
す
る
件

第
３
号
議
案

運
用
資
金
借
入
限
度
額
承
認
に
関

す
る
件

第
４
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
（
案
）

の
承
認
に
関
す
る
件

〔
報
告
事
項
〕

第
５
号
議
案

令
和
７
年
度
事
業
計
画
に
関
す
る
件

第
６
号
議
案

令
和
７
年
度
収
支
予
算
に
関
す
る
件

以
上
全
議
案
原
案
通
り
可
決
成
立

し
、
ご
来
賓
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た

後
、
小
林
前
副
会
長
（
前
大
宮
地
区

会
長
）
が
閉
会
を
宣
し
終
了
ま
し
た
。

な
お
、
総
会
の
先
立
ち
開
催
し
た

役
員
功
労
者
等
表
彰
式
の
表
彰
者
は

次
の
方
々
で
す
。

表
彰
状
贈
呈
者
名�

（
敬
称
略
）

（
公
財
）
全
国
法
人
会
総
連
合
会
長
表
彰

　

単
位
会
役
員
功
労
者

（
株
）
三
友
製
作
所

�
加
藤
木
克
也
（
本
会
理
事
）

（
一
社
）
茨
城
県
法
人
会
連
合
会
長
表
彰

　

単
位
会
役
員
功
労
者

新
光
電
機
（
株
）

�

田
中　

弘
（
本
会
副
会
長
）

（
株
）
オ
ス
ク

�

大
野　

進（
前
本
会
常
任
理
事
）

（
一
社
）
太
田
法
人
会
長
表
彰	

大
型
保
障
制
度
推
進
優
秀
賞

�

大
同
生
命
保
険（
株
）
水
戸
支
社	

�

佐
藤　

茂
子
（
推
進
員
）

太
田
税
務
署
長
感
謝
状
贈
呈

成
井
小
太
郎
・
小
林　

満
・	

高
野　

潔　
（
前
副
会
長
）

【
記
念
講
演
会
】

演
題�

「
法
人
会
の
皆
様
に
コ
ソ
ッ
と
話
す

太
田
税
務
署
の
現
状
と
課
題
」

講
師　

前
太
田
税
務
署
長

�

小
暮　

政
雄
氏

総
会
終
了
後
、
前
太
田
税
務
署
長
の

記
念
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
太
田
税
務
署
の
歴
史
と

現
状
及
び
小
暮
前
署
長
か
ら
見
た
課

題
を
、
大
変
分
か
り
や
す
く
、
丁
寧

な
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第13回（通期第41回）定時総会開催
法人会全国大会茨城大会の成功に向けて、更なる会員増強を！

県法連会長表彰の大野前常任理事

全法連会長表彰の加藤木理事

県法連会長表彰の田中副会長

審議の前にあいさつする小祝会長

講演する小暮政雄前太田税務署長



（第81号） （4）法　人　お　お　た

新 役 員 名 簿 令和７・８年度（順不同、敬称略）

役 職 名 役員氏名 法　　人　　名

会　　長 小祝　　亨 ㈱八丈建設

副 会 長 野内　忠勝 野内商事㈱

〃 佐川　正夫 ㈱アサイン

〃 鶴田　哲男 ㈱鶴田組

〃 瀧　　正秀 ㈱瀧住建

〃 小野　洋伸 関東技研㈱

〃 田中　　弘 新光電機㈱

常任理事 成井小太郎 成井工業㈱

〃 大谷　昌吉 ㈱かわねや

〃 根本　敬久 ㈱根本工務所

小室　博俊 大富印刷㈱

〃 手塚　忠延 ㈲手塚セメント製品工業所

〃 川嶋　広行 ㈱NEXT・カワシマ

〃 藤田　富夫 ㈱オセヤ

〃 西野　俊郎 ㈲安物産

〃 川﨑　通夫 ㈲川﨑加工

〃 奥山　正紀 ㈱玄宝屋

〃 小寺　康生 ㈱あまや

〃 飛田　和也 飛竜造園㈱

〃 富永　典夫 ㈱茨城トータルシステム

〃 大久保良弘 ㈱若葉工務店

〃 田澤　佳治 ㈱田沢製作所

〃 菊池　勝雄 ㈱ネクスト

〃 橋本　重郎 橋本機工金物㈱

〃 内藤　直人 NAIS㈱

〃 木村　政久 富士精工㈱

〃 栗田　晋一 ㈱クリタ

理　　事 多賀野弘泰 伊勢又米穀製粉㈱

〃 加藤木克也 ㈱三友製作所

役 職 名 役員氏名 法　　人　　名

理　　事 井坂　公俊 常陸化工㈱

〃 清水　正建 ㈱清水石材工業

〃 菊池　雅人 ㈱きくち

〃 海野　泰司 ㈱長寿荘

〃 黒澤　昭広 ㈱シード

〃 橋本　英明 ㈱春日ホテル

〃 髙田　　広 ㈱高田屋材木店

〃 藤咲　英史 ㈲大藤興産

〃 尾澤　賢一 常陸設備工業㈱

〃 黒澤　雅門 クロサワ本舗㈲

〃 増子　孝洋 ㈱増子石油店

〃 飯田　正博 ㈲飯田屋商店

〃 鈴木　　仁 ㈲鈴木木材店

〃 橋本　芳章 ㈱テクノサービスハシモト

〃 佐藤　高雅 文化シャッター日立販売㈱

〃 舛井　和久 ㈱マルマス

〃 石井　隆之 ㈱家久長本店

〃 大森　勝夫 大森㈲

〃 袴田　伸助 ㈱袴田工務店

〃 石川　浩嗣 湊屋商事㈱

〃 西野眞理子 ㈱ニシノ清塗工

監　　事 益子　慎哉 ㈱益子米穀

〃 野木　　滋 ㈱有路工務店

〃 船橋　洋紀 ㈱サウンドフナバシ

顧　　問 西野　　一 ㈱ニシノ清塗工



（5） （第81号）法　人　お　お　た

主
な
事
業
活
動

一　

税
を
巡
る
諸
環
境
の
整
備
改
善
を
図

る
た
め
の
事
業

⑴
税
知
識
の
普
及
を
目
的
と
す
る
事
業

ア　

決
算
期
別
説
明
会

イ　

改
正
税
法
説
明
会

ウ　

新
設
法
人
説
明
会

エ　

年
末
調
整
説
明
会

オ　

青
年
・
女
性
部
経
営
者
税
務
研
修
会

⑵
税
の
相
談
環
境
を
整
備
す
る
事
業

ア　

税
に
関
す
る
相
談
会

⑶
納
税
意
識
の
高
揚
、
税
知
識
の
普
及
及

び
税
の
学
習
環
境
を
整
備
す
る
事
業

ア　

租
税
教
室
の
実
施

イ　

第
15
回
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル

ウ　

一
般
市
民
へ
租
税
教
育
冊
子
の
配
布

エ　

機
関
紙
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

よ
る
税
の
広
報
事
業

⑷
税
制
及
び
税
務
に
関
す
る
調
査
研
究
並

び
に
提
言
に
関
す
る
事
業

ア　

税
制
改
正
の
提
言
及
び
提
言
書
の

関
係
機
関
へ
の
提
出

イ　

税
制
改
正
の
提
言
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
事
業

ウ　

全
国
青
年
の
集
い
へ
の
参
加

エ　

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加

オ　

法
人
会
全
国
大
会
（
高
知
大
会
）

へ
の
参
加

⑸
税
施
策
等
の
普
及
推
進
を
目
的
と
す
る

事
業

ア　

添
付
書
類
も
含
め
た
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）
の
普
及
推
進

イ　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
拡

大
に
向
け
た
取
組
の
推
進

ウ　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
普
及
推
進
と

事
業
者
の
登
録
申
請
に
係
る
支
援

エ　

電
子
帳
簿
保
存
法
に
関
す
る
周
知

等
の
協
力

オ　

消
費
税
の
期
限
内
納
付
の
推
進	

納
税
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

封
筒
へ
「
消
費
税
期
限
内
納
付
」

の
印
刷

カ　

事
業
承
継
税
制
の
啓
発
及
び
円
滑

な
事
業
承
継
の
推
進

二　

地
域
の
経
済
・
社
会
環
境
の
整
備
改
善

等
を
図
る
た
め
の
事
業
（
継
続
事
業
２
）

⑴
地
域
経
済
・
社
会
の
活
性
化
に
資
す
る

事
業

ア　

講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

イ　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

⑵
地
域
の
福
祉
問
題
、
環
境
問
題
な
ど
の

改
善
に
資
す
る
た
め
の
事
業

ア　

献
血
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

三　

会
員
の
た
め
の
福
利
厚
生
に
関
す
る

事
業
『
福
利
厚
生
制
度
加
入
企
業
拡
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
の
推
進

⑴
全
法
連
の
福
利
厚
生
事
業
の
推
進

⑵
県
法
連
の
福
利
厚
生
制
度
の
推
進

ア　

貸
倒
保
障
制
度
（
取
引
信
用
保

険
）
の
普
及
推
進

四　

会
組
織
の
充
実
、
会
員
の
た
め
の
親
睦

及
び
交
流
に
関
す
る
事
業
（
他
事
業
２
）

⑴
会
員
の
親
睦
及
び
交
流
等
に
関
す
る
事

業ア　

会
員
、
役
員
及
び
部
会
員
懇
談
会
等

イ　

部
会
視
察
研
修
会

ウ　

親
睦
事
業

⑵
組
織
拡
充
に
関
す
る
事
業

ア　

会
員
増
強
運
動

来
年
度
実
施
さ
れ
る
全
国
大
会

（
茨
城
大
会
）
に
向
け
て
、
会
員
純

増
10
件
を
目
指
す
。

⑶
そ
の
他

ア　

功
労
者
表
彰

令
和
7
年
度
　
事
業
計
画
書

令和７年度　収支予算書
令和７年４月１日から令和８年３月 31 日まで� （単位 : 円）

科 　 　 目 予 算 額

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（1）経常収益

基本財産運用益 500

特定資産運用益 700

受取会費 13,425,700

事業収益 1,881,000

受取補助金等 10,597,473

雑収益 300,500

経常収益計 26,205,873

（2）経常費用

事業費 18,149,972

管理費 8,031,968

経常費用計 26,181,940

　評価損益等調整前当期経常増減額 23,933

　評価損益等計

　当期経常増減額 23,933

２．経常外増減の部

（1）経常外収益

　経常外収益計 0

（2）経常外費用

　経常外費用計

　当期経常外増減額 0

　当期一般正味財産増減額 23,933

　一般正味財産期首残高 23,038,428

　一般正味財産期末残高 23,062,361

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　当期指定正味財産増減額

　指定正味財産期首残高

　指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 23,062,361

令和６年度　貸借対照表
令和 7年 3月 31 日現在� （単位 : 円）

科 　 　 目 当 年 度 前 年 度 増 　 減
Ⅰ　資産の部
1．流動資産

現金預金 14,243,973 16,620,113 △2,376,140
現金手許有高 40,383 25,660 14,723
普通預金 14,203,590 16,594,453 △2,390,863

流動資産合計 14,243,973 16,620,113 △2,376,140
2．固定資産
（1）基本財産

定期預金 5,000,000 5,000,000 0
基本財産合計 5,000,000 5,000,000 0

（2）特定資産
支部活動充実引当資産 2,881,703 2,881,308 395
退職給付引当資産 3,459,429 3,459,369 60
周年行事引当資産 900,594 900,594 0

特定資産合計 7,241,726 7,241,271 455
（3）その他固定資産

什器備品 24 31,533 △31,509
電話加入権 136,200 136,200 0

その他固定資産合計 136,224 167,733 △31,509
固定資産合計 12,377,950 12,409,004 △31,054
資産合計 26,621,932 29,029,117 △2,407,185

Ⅱ　負債の部
1．流動負債

預り金 124,066 217,103 △93,037
流動負債合計 124,066 217,103 △93,037

2．固定負債
退職給付引当金 3,459,429 3,459,369 60

固定負債合計 3,459,429 3,459,369 60
負債合計 3,583,495 3,676,472 △92,977

Ⅲ　正味財産の部
1．指定正味財産

指定正味財産合計 0 0 0
2．一般正味財産
（1）代替基金 0 0 0
（2）その他一般正味財産 23,038,428 25,352,645 △2,314,217

一般正味財産合計 23,038,428 25,352,645 △2,314,217
（うち特定資産への充当額） （3,782,297） （3,781,902） （395）
正味財産合計 23,038,428 25,352,645 △2,314,217
負債及び正味財産合計 26,621,923 29,029,117 △2,407,194



（第81号） （6）法　人　お　お　た

令和６年度　正味財産増減計算書
	 令和６年４月１日から令和７年３月 31 日まで	 （単位 : 円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1．経常増減の部

（1）経常収益

基本財産運用益 111 99 12

　基本財産受取利息 111 99 12

特定資産運用益 86 86 0

　特定資産受取利息 86 86 0

受取会費 13,454,450 13,794,500 △340,050

　正会員受取会費 13,057,450 13,379,500 △322,050

　賛助会員受取会費 70,000 70,000 0

　部会受取会費 327,000 345,000 △18,000

事業収益 1,560,494 2,106,392 △545,898

　広報事業収益 120,000 120,000 0

　福利厚生事業収益 270,844 401,512 △130,668

　事務受託料収益 60,000 60,000 0

　会員親睦事業収益 1,109,650 1,524,880 △415,230

受取補助金等 10,520,476 12,399,735 △1,879,259

　受取全法連助成金 10,520,476 12,399,735 △1,879,259

雑収益 443,295 349,207 94,088

　受取利息 9,895 198 9,697

　雑収入 433,400 349,009 84,391

経常収益計 25,978,912 28,650,019 △2,671,107

（2）経常費用

事業費 19,308,902 19,363,361 △54,459

　給与手当 6,915,469 7,080,644 △165,175

　退職給付費用 238,603 238,603 0

　福利厚生費 1,219,846 1,081,557 138,289

　旅費交通費 1,914,173 996,105 918,068

　通信運搬費 1,528,845 1,157,050 371,795

　減価償却費 22,372 24,407 △2,035

　消耗什器備品費 6,089 23,454 △17,365

　消耗品費 1,014,884 1,052,292 △37,408

　印刷製本費 847,984 1,081,349 △233,365

　燃料費 23,333 18,355 4,978

　賃借料 390,515 390,515 0

　会場費 447,889 243,006 204,883

　保険料 45,874 41,237 4,637

　諸謝金 514,681 295,000 219,681

　租税公課 72,000 72,000 0

　会議費 821,744 1,037,116 △215,372

　表彰費 7,920 1,320 6,600

　事務委託費 1,661,400 1,661,400 0

　委託費 315,180 971,993 △656,813

　リース料 464,964 455,568 9,396

科　　　　目 当年度 前年度 増　減

　支払負担金 785,818 1,352,644 △566,826

　支払手数料 12,148 13,766 △1,618

　雑費 37,171 73,980 △36,809

管理費 8,984,227 9,226,017 △241,790

　給与手当 2,824,627 2,892,094 △67,467

　退職給付費用 97,457 97,457 0

　福利厚生費 498,246 441,762 56,484

　旅費交通費 339,093 367,133 △28,040

　通信運搬費 637,373 670,434 △33,061

　減価償却費 9,137 9,968 △831

　消耗什器備品費 2,487 9,579 △7,092

　消耗品費 305,312 337,625 △32,313

　印刷製本費 486,101 561,757 △75,656

　燃料費 9,529 7,497 2,032

　賃借料 159,505 159,505 0

　会場費 175,915 296,608 △120,693

　保険料 18,736 16,843 1,893

　租税公課 537 29 508

　会議費 1,399,370 1,415,331 △15,961

　事務委託費 678,600 678,600 0

　委託費 34,220 31,570 2,650

　リース料 189,914 186,077 3,837

　支払負担金 451,682 435,196 16,486

　支払手数料 212,231 205,451 6,780

　渉外慶弔費 262,500 180,000 82,500

　雑費 191,655 225,501 △33,846

経常費用計 28,293,129 28,589,378 △296,249

　評価損益等調整前当期経常増減額 △2,314,217 60,641 △2,374,858

　評価損益等計 0 0 0

　当期経常増減額 △2,314,217 60,641 △2,374,858

2．経常外増減の部

（1）経常外収益

経常外収益計 0 0 0

（2）経常外費用

経常外費用計 0 0 0

　当期経常外増減額 0 0 0

　当期一般正味財産増減額 △2,314,217 60,641 △2,374,858

　一般正味財産期首残高 25,352,645 25,292,004 60,641

　一般正味財産期末残高 23,038,428 25,352,645 △2,314,217

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　指定正味財産期首残高 0 0 0

　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 23,038,428 25,352,645 △2,314,217



（7） （第81号）法　人　お　お　た

第
三
十
七
回
　
青
年
部
会
通
常
総
会
開
催

第
三
十
八
回
　
女
性
部
会
通
常
総
会
開
催

地
域
に
密
接
し
た
社
会
貢
献
活
動

の
更
な
る
発
展
を
！

本
年
６
月
２
日
午
後
１
時
30
分
よ
り
、
通

常
総
会
を
常
陸
太
田
市
商
工
会
館
に
お
い
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
に
は
、
前
太
田
税
務
署
長
小
暮
政

雄
氏
・
前
副
署
長
小
林
一
之
氏
・
前
法
人
課

税
第
一
部
門
統
括
国
税
調
査
官
鶴
間
收
氏
・

総
括
上
席
国
税
調
査
官
安
田
圭
亮
氏
及
び
大

同
生
命
水
戸
支
社
第
一
営
業
課
長
和
田
保
文

氏
を
お
迎
え
、
宮
本
副
部
会
長
が
開
会
を
宣

し
、
西
野
眞
理
子
部
会
長
が
挨
拶
の
後
議
長

に
な
り
議
案
を
審
議
し
、
全
議
案
原
案
通
り

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

第
１
号
、
第
２
号
議
案　

令
和
６
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
承
認
の
件

第
３
号
、
第
４
号
議
案　

令
和
７
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
承
認
の
件

第
５
号
議
案　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

の
件

な
お
、
西
野
眞
理
子
部
会
長
が
再
任
さ

れ
、
ご
来
賓
の
挨
拶
の
後
成
井
副
部
会
長
が

閉
会
を
宣
し
終
了
し
ま
し
た
。

記
念
講
演

テ
ー
マ
「
運
気
ア
ッ
プ
な
ス
テ
キ
掃
除
学
」	

～
プ
ロ
が
教
え
る
キ
レ
イ
の
習
慣
、

始
め
ま
し
ょ
う
～

講　

師	

お
掃
除
・
片
付
け
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

	

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ　

Ｗ–

ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ

�

代
表　

響
城　

れ
い　

氏

子
育
て
し
な
が
ら
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
プ
ロ
と
し
て
20
年
で
2
0
0
0
件
以
を
施

術
し
た
経
験
か
ら
、
シ
ニ
ア
世
代
の
お
掃
除

の
ポ
イ
ン
ト
を
伝
授
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た

独
自
の
手
法
で
女
性

社
員
の
マ
ン
パ
ワ
ー

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

経
営
者
の
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
き
た
実
績
を
お

話
し
い
た
く
な
ど
、

女
性
の
経
営
者
と
し

て
大
変
参
考
に
な
る

講
演
で
し
た
。

石
川
浩
嗣
部
会
長
が
再
任
、 

新
役
員
に
7
名
選
出
！

本
年
６
月
９
日
午
後
２
時
よ
り
常
陸
太
田

市
商
工
会
館
大
会
議
室
に
お
い
て
通
常
総
会

を
実
施
し
、
ご
来
賓
に
は
前
太
田
税
務
署
法

人
課
税
第
一
部
門
統
括
国
税
調
査
官
鶴
間
收

氏
・
総
括
上
席
国
税
調
査
官
安
田
圭
亮
氏
及

び
大
同
生
命
水
戸
支
社
長
代
理
営
業
課
長
和

田
保
文
氏
を
お
迎
え
し
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

小
泉
副
部
会
長
が
開
会
を
宣
し
、
石
川
部

会
長
の
挨
拶
の
後
、
議
事
は
部
会
長
が
議
長

に
な
り
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報

告
及
び
令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
予
算
が
審

議
さ
れ
、
全
議
案
原
案
通
り
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が

行
わ
れ
、石
川
部
会
長
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
、
卒
業
生
が
13
人
も
お
り
、
会
員

も
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
部
会

員
の
加
入
促
進
が
重

要
な
課
題
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
石
川

部
会
長
は
、「
本
年
は

部
会
員
が
多
数
卒
業

さ
れ
、
大
き
く
減
少

い
た
し
ま
す
が
、
一

致
団
結
し
て
、
一
人

で
も
多
く
の
部
会
員

を
獲
得
し
、
切
磋
琢

磨
し
て
部
会
活
動
に
邁
進
し
て
参
り
ま
し
ょ

う
」
と
抱
負
を
述
べ
、
ご
来
賓
の
挨
拶
の

後
、
佐
藤
副
部
会
長
が
閉
会
を
宣
し
終
了
し

ま
し
た
。

租
税
教
室
を
実
施

太
田
法
人
会
青
年
部
会
で
は
、
次
代
を
担

う
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
税
金
が
こ
の

社
会
で
果
た
し
て
い
る
役
割
の
重
要
性
を
正

し
く
理
解
し
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
毎
年
小
・
中
学
校
を
訪
問
し
て
「
租

税
教
室
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度

は
小
学
校
５
校
と
中
学
校
１
校
を
予
定
し
て

お
り
、
す
で
に
小
学
校
４
校
は
終
了
し
ま
し

た
。
聴
講
し
た
児
童
た
ち
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
講

師
の
解
り
や
す
く
熱
心
な
講
義
を
真
剣
に
聞

き
入
り
、
税
金
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
認

識
し
て
い
ま
し
た
。

第37回通常総会石川部会長のあいさつ

御前山小学校での白土部会員による…
租税教室

第38回通常総会　西野部会長のあいさつ

お掃除のポイントを丁寧に説明する
響城先生
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６
月
16
日
（
月
）、
第
５
回
定
時

総
会
を
ホ
テ
ル
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス

に
て
開
催
し
、
３
８
４
名
（
本
人
出

席
30
名
、
委
任
状
３
５
４
名
）
が
出

席
し
ま
し
た
。
総
会
の
議
案
審
議
で

は
、
全
議
案
と
も
全
会
一
致
で
可
決

承
認
さ
れ
、
令
和
８
年
度
の
全
国

大
会
茨
城
大
会
に
向
け
会
員
拡
大

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、

総
会
終
了
後
は
、
太
田
税
務
署
小

林
副
署
長
に
よ
る
「
税
務
行
政
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
施
策　

～

税
務
行
政
の
将
来
像
の
実
現
に
向

け
て
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
基
調
講

演
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
ひ
た
ち
な
か
地
区
会
：	

担
当　

萩
谷
）

献
血
で
社
会
貢
献

太
田
地
区
会
で
は
、
６
月
24

日
（
火
）
か
わ
ね
や
フ
ェ
ス
タ
店

駐
車
場
に
て
献
血
を
実
施
し
ま
し

た
。
地
域
社
会
貢
献
事
業
の
一
環

と
し
て
、
常
陸
太
田
市
商
工
会
青

年
部
と
共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
太
田
法
人
会
の
会
員

を
は
じ
め
、
一
般
の
方
々
に
も
お

越
し
い
た
だ
き
、
申
込
者
51
名
の

う
ち
46
名
の
方
々
か
ら
採
血
い
た

だ
き
ま
し
た
。

献
血
は
身
近
に
で
き
る
社
会
貢

献
活
動
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま

す
。
今
後
も
さ
ら
に
こ
の
支
援
の

輪
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
に
継
続

し
て
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

�

（
太
田
地
区
会
：
担
当　

中
嶋
）

大
宮
地
区
会
で
は
、
６
月
６
日

（
金
）
に
常
陸
大
宮
市
長 

鈴
木
定

幸
氏 

を
講
師
と
し
て
、「
常
陸
大

宮
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
「
社
長
研
修
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

市
長
は
、
本
市
の
最
重
要
課
題

と
し
て
「
人
口
減
少
・
少
子
化
の

進
行
」
を
取
り
上
げ
、
今
年
度
取

り
組
む
施
策
と
し
て
掲
げ
た
４
本

の
柱
に
つ
い
て
、
説
明
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
商
工
会
と
連

携
し
た
創
業
者
支
援
と
、
企
業
の

経
営
安
定
化
・
課
題
解
決
に
向
け

た
支
援
策
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
参

加
者
は
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

�

（
大
宮
地
区
会
：
担
当　

桑
名
）

ひ
た
ち
な
か
地
区
会

太
田
地
区
会

大
宮
地
区
会

地
区
会
だ
よ
り総会であいさつする…

佐川ひたちなか地区会会長

大田地区会の献血会場

鈴木常陸大宮市長が
熱心に講義する社長研修会

こ
の
度
、
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
株
）

A
d
v
a
n
t
a
g
e
（
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
）
代
表
の
宮
田

千
賀
子
と
申
し
ま
す
。

２
０
１
８
年
に
ド
ロ
ー
ン
を
始
め
、
長
ら
く
ド
ロ
ー
ン
ス

ク
ー
ル
に
て
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、

独
立
致
し
ま
し
た
。

弊
社
で
は
「F

light　

B
ase 

ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
」
を

運
営
し
、
ド
ロ
ー
ン
国
家
資
格
取
得
を
目
指
す
講
座
を
は
じ

め
、
空
撮
や
農
薬
散
布
、
農
薬
散
布
講
習
、
Ｆ
Ｐ
Ｖ
ド
ロ
ー

ン
レ
ー
ス
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
の
他
、
防
災
訓
練
を
自

治
体
と
連
携
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
か
ら
見
え
る
美
し
い
景
色
と
、
新
し
い
事
業
を

通
じ
て
地
域
密
着
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
よ
り
豊
か
な

地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

何
卒
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

代表取締役　宮田　千賀子
株式会社 Advantage
電話　090-4975-2241
メール　goldchiko.100@gmail.com

株
式
会
社A

dvantage
�

Flight B
ase 

ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル

会員紹介
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（第81号） （12）法　人　お　お　た
� 茨城県税務課（令和７年６月現在）

企業立地等のための県税の特別措置（課税免除及び不均一課税）
根拠
条例 茨城県過疎地域等における県税の特別措置に関する条例（昭和34年茨城県条例第26号）

茨城県地方活力向上地域等における県税の
特別措置に関する条例（平成28年茨城県条
例第13号）

茨城県産業活動の活性化及び雇用機会の創
出のための県税の特別措置に関する条例
（平成15年条例第12号）

種
類

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別
措置法（令和３年法律第19号）

原子力発電施設等立地地域の振興に関する
特別措置法（平成12年法律第148号）に基
づく不均一課税

地域再生法（平成17年法律第24号）及び
上記条例に基づく課税免除及び不均一課税 上記条例に基づく課税免除

対
象
税
目

・事業税（法人・個人）
・不動産取得税
・県が課する固定資産税〔注〕
〔注〕 市町村が課する固定資産税の軽減措置
については、取得した固定資産の所在する
市町村へお問合せください。

・事業税（法人・個人）
・不動産取得税
・県が課する固定資産税〔注〕
〔注〕 同左

・事業税（法人・個人）
・不動産取得税

・不動産取得税

対
象
地
域

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別
措置法に基づく過疎地域内の産業振興促進
区域
　常陸太田市（旧水府村、旧里美村）、潮来
市（旧牛堀町）、常陸大宮市（旧御前山村、
旧山方町、旧美和村、旧緒川村）、稲敷市、
かすみがうら市（旧霞ヶ浦町）、桜川市、行
方市、城里町（旧桂村、旧七会村）、大子町、
河内町、利根町
＜卒業市町村地域＞
常陸太田市（旧金砂郷町）

原子力発電施設等立地地域の振興に関する
特別措置法に基づく原子力発電施設等立地
地域
＜10市町村の地域＞
　水戸市（旧内原町を除く）、日立市（旧十
王町を除く）、常陸太田市（旧水府村及び
旧里美村を除く）、ひたちなか市、茨城町、
大洗町、東海村、那珂市、常陸大宮市（旧
大宮町）、鉾田市（旧旭村、旧鉾田町）

県内全域 県内全域

対
象
事
業

過疎地域のうち市町村が定める過疎地域持
続的発展市町村計画において、産業振興促
進区域として定められている区域内及び事
業（①～⑤） ①製造業、②道路貨物運送業、③倉庫業、

④こん包業、⑤卸売業

本社機能を有する事務所又は研究所若しくは
研修所であって重要な役割を担う業務施設を
整備する事業〔注〕

〔注〕 実施する事業について、事前に知事の事
業計画認定が必要です。認定申請の手続等に
ついては、県計画推進課（☎029-301-2072）
へお問合せください。

①製造業、②情報通信業、③運輸業、④卸売
業、⑤過疎地域で行う電気・ガス・熱供給業、
⑥情報通信技術利用業（コールセンター）、⑦
学術・開発研究機関、⑧旅館業、⑨植物工場、
⑩認定中心市街地又は第二種大規模小売店舗
立地法特例区域若しくは過疎地域における大
規模小売店舗で行う事業、⑪過疎地域で行う
農林水産物等販売業　等

①製造業、②農林水産物等販売業、③旅館
業、④情報サービス業等、⑤個人が行う畜
産業又は水産業（個人事業税の課税免除に
限る。）

増
加
従
業
者
数

の
要
件

無し ・製造業：無し
・製造業以外：15人超 増加見込数５人（中小企業者等は１人）以上

５人以上
○ 雇用保険法の被保険者（短期雇用特例被
保険者及び日雇労働被保険者を除く）に限る。
○ 公共的団体が造成した工業団地、県有地
又は過疎地域等の場合は、５人未満でも適
用対象となる（従業者数の増加を要しない）。

設
備
等
取
得
の
要
件
等

⑴製造業、旅館業
　事業の用に供する租税特別措置法（昭和
32年法律第26号）の特別償却を受ける設
備で、（取得又は制作若しくは増築、改築、
修繕又は模様替えのための工事による取得
又は建設を含む）取得価額の合計額が500
万円以上（資本金の額等が5,000万円超1億
円以下は1,000万円以上、資本金の額等が
１億円超は2,000万円以上とする）また、
資本の額等が5,000万円超の法人が行うも
のは、新増設に限る。）
⑵農林水産物等販売業、情報サービス業等
　事業の用に供する租税特別措置法（昭和
32年法律第26号）の特別償却を受ける設
備で、500万円以上
⑶個人が行う畜産業又は水産業
　事業を行った日数の合計が当該年の延べ
労働日数の1/3を超え、1/2以下であるもの

事業の用に供する設備等で、取得価額の合
計額が2,700万円を超えるもの

次の①及び②の要件を満たすもの

①令和８年（2026年）３月31日までに、
知事の事業計画認定を受け、その認定後３
年以内に当該事業の用に供する施設等を新
増設すること。

②事業の用に供する施設等で、取得価額の
合計額が3,800万円（中小企業者等は1,900
万円）以上であること。

無し

特
別
措
置
の
内
容

＜事業税＞
・�事務所等の新増設等に係る増加従業者数の
割合に応じて３年間の課税免除
・�畜産業又は水産業に係る個人事業税は５年
間の課税免除

＜不動産取得税＞
　事務所等の新増設に係る家屋及びその敷地
である土地（家屋の敷地面積部分）の取得に
対する課税免除

＜県が課する固定資産税＞
　事務所等の新増設に係る償却資産に対する
３年間の課税免除

下表のとおり税率を軽減

免除率

1年次 2年次 3年次

事業税 1/2 1/4 1/8

不動産取得税 9/10 ー ー

県が課する
固定資産税 9/10 3/4 2/4

下表のとおり税率を軽減
○地域再生法認定事業者

免除率
1年次 2年次 3年次

事業税 1/2 1/2 1/2

不動産
取得税

移転型 10/10 ー ー
拡充型 9/10 ー ー

○条例認定事業者

免除率
1年次 2年次 3年次

事業税 1/4 1/4 1/4
不動産取得税 1/2 ー ー

＜不動産取得税＞
　事務所等の新増設に係る家屋及びその敷地
を含む一団の土地（事業活動が一区画を占め
て継続的に行われる事務所等の敷地）の取得
に対する課税免除

適用
期限 令和９年（2027年）３月31日まで 令和９年（2027年）３月31日まで 令和８年（2026年）３月31日まで 令和９年（2027年）３月31日まで

申
告
期
限

＜事業税＞　・法人事業税は原則事業年度終了の日から２月以内
　　　　　　　・個人事業税は当該年の３月15日
＜不動産取得税＞　対象事業の用に供する土地、家屋の取得について、それぞれ取得した日から60日以内
＜県が課する固定資産税＞
　対象設備である償却資産を事業の用に供した日の属する年の翌年の１月31日 ー ー

○	特別措置に関する問合せ先（書類提出先）

県税事務所 担当課 税目 電話番号 県税事務所 担当課 税目 電話番号

水戸県税事務所
課税第一課 事業税（法人・個人） 029-221-4800

土浦県税事務所
課税第一課 事業税（法人・個人） 029-822-7212

課税第二課 不動産取得税 029-221-4820 課税第二課 不動産取得税 029-822-7216

常陸太田県税事務所
課税第一課 事業税（法人・個人） 0294-80-3311 土浦県税事務所　稲敷支所 事業税（法人・個人） 029-892-6111
課税第二課 不動産取得税 0294-80-3312

筑西県税事務所
課税第一課 事業税（法人・個人） 0296-24-9192

常陸太田県税事務所　高萩支所 事業税（法人・個人） 0293-22-2019 課税第二課 不動産取得税 0296-24-9197

行方県税事務所
課税第一課 事業税（法人・個人） 0299-72-0483 筑西県税事務所　境支所 事業税（法人・個人） 0280-87-1120
課税第二課 不動産取得税 0299-72-0773

※ 不動産取得税は、取得した不動産の所在地を管轄する県税事務所へお問い合わせ願います。
○	制度全般、その他の問合せ先　　茨城県総務部税務課賦課グループ　　電話　029-301-2429（直通）
○	茨城県税務課ホームページ「県税のホームページへようこそ」	 https://www.pref.ibaraki.jp/somu/zeimu/kikaku/zeimu.html
※ 次のＵＲＬから各種申請・届出様式をダウンロードすることができます。	 https://www.pref.ibaraki.jp/yoshiki/kurashi/tax/index.html
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私
が
所
属
す
る
ジ
ェ
イ
ッ
ク
で

は
、
毎
年
数
百
人
を
超
え
る
各
社

の
新
入
社
員
に
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
感
じ
た
「
今

ど
き
の
若
者
」
の
傾
向
と
対
策
の

ヒ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
20

代
の
新
人
や
従
業
員
が
在
籍
し
て

い
る
、
ま
た
は
採
用
を
検
討
し
て

い
る
企
業
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
一
読

く
だ
さ
い
。

ま
ず
感
じ
る
の
は
、
会
社
へ
の

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
の
低
下
で
す
。

終
身
雇
用
と
年
功
序
列
が
崩
れ
、

転
職
が
当
た
り
前
と
な
っ
た
中

で
、
会
社
は
「
報
酬
を
も
ら
い
成

長
す
る
た
め
の
場
」
で
あ
り
、「
一

生
こ
の
会
社
に
い
る
」
と
い
う
考

え
は
少
数
派
で
す
。「
す
ぐ
辞
め
た

が
る
」「
全
力
を
出
さ
な
い
」
と
い

う
意
味
で
は
な
く
、「
成
長
で
き
る

か
？
」「
時
間
・
苦
労
と
報
酬
が
見

合
っ
て
い
る
か
？
」
を
冷
静
に
見

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
の

若
手
社
員
は
、
日
本
経
済
に
右
肩

上
が
り
の
希
望
が
少
な
い
か
ら
こ

そ
、
安
定
志
向
が
強
く
な
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、「
安
定
」
の
定
義

が
昔
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら

が
望
む
安
定
と
は
自
分
の
市
場
価

値
が
高
ま
る
こ
と
を
意
味
し
、
成

長
意
欲
と
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

会
社
の
安
定
や
業
績
、
今
の
待
遇

よ
り
も
「
自
分
が
成
長
で
き
る
か
」

「
市
場
で
通
用
す
る
ス
キ
ル
が
身
に

つ
く
か
」「
待
遇
や
年
収
が
将
来
ど

う
な
る
か
」
と
い
う
見
込
み
を
大

切
に
し
て
い
る
の
で
、
指
導
や
採

用
時
に
は
「
こ
の
仕
事
で
ど
ん
な

ス
キ
ル
が
身
に
つ
く
か
」「
市
場
で

ど
う
通
用
す
る
の
か
」
を
明
確
に

伝
え
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
例
え

ば
、「
資
格
と
こ
の
経
験
を
積
め
ば

市
場
価
値
が
高
ま
る
」
と
い
っ
た

形
で
、
経
験
と
成
長
が
「
武
器
」

に
な
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、
意
欲

や
定
着
率
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
。次

に
、
積
極
的
な
対
人
関
係

に
は
慣
れ
て
い
な
い
が
、
人
間
関

係
を
拒
む
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で

す
。
時
代
の
変
化
に
伴
っ
て
、「
文

句
を
言
わ
ず
に
言
う
こ
と
を
聞

け
」「
年
上
だ
か
ら
敬
意
を
払
え
」

と
い
っ
た
人
間
関
係
は
明
確
に
嫌

わ
れ
ま
す
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
、リ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
機
会
が
減
り
、
上
司
や
先

輩
に
自
分
か
ら
話
し
か
け
る
若
者

は
減
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
自

己
成
長
（
≒
安
定
）
の
た
め
に
ダ

メ
出
し
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
関

わ
っ
て
く
れ
る
上
司
や
先
輩
は
、

若
手
に
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
大
切

な
の
は
上
か
ら
目
線
で
は
な
く
、

対
話
の
姿
勢
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
行
う
こ
と
で
す
。「
こ
こ
は
○
○

○
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
方
が
良
い
」

と
理
由
と
修
正
点
を
伝
え
「
な
ぜ

そ
う
し
た
か
？
」
な
ど
相
手
の
気

持
ち
を
聞
く
、
寄
り
添
う
一
言
を

添
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、「
タ
イ
パ
（
タ
イ
ム
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）」
志
向
で
あ
る
こ

と
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
生
成

Ａ
Ｉ
等
で
（
彼
ら
の
主
観
で
は
）

効
率
的
な
情
報
取
得
に
慣
れ
て
お

り
、
時
間
の
無
駄
を
避
け
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、「
私

が
若
い
こ
ろ
は
…
」「
今
は
楽
に

な
っ
た
け
ど
…
」
等
の
長
々
し
い

説
教
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
逆
効

果
で
す
。
気
持
ち
に
寄
り
添
う
一

言
を
添
え
つ
つ
も
、
合
理
的
か
つ

端
的
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
の
若
手
社
員
は
、「
帰
属
意

識
」
や
「
上
下
関
係
」
を
強
要
さ

れ
る
と
離
れ
ま
す
が
、「
個
」
と
し

て
尊
重
さ
れ
れ
ば
進
ん
で
関
わ
ろ

う
と
し
ま
す
。
誠
実
で
筋
が
通
っ

た
説
明
に
は
き
ち
ん
と
応
え
て
く

れ
ま
す
。「
う
ち
の
会
社
は
こ
う
だ

か
ら
」「
昔
は
こ
う
だ
っ
た
」
等
の

説
明
で
は
動
か
な
い
の
も
彼
ら
な

り
の
真
面
目
さ
で
す
。
育
て
る
覚

悟
と
向
き
合
う
姿
勢
が
あ
れ
ば
、

き
っ
と
応
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

【
筆
者
紹
介
】

古
庄　

拓

�

（
ふ
る
し
ょ
う
・
た
く
）

１
９
８
３
年
生
ま
れ
。
慶

應
義
塾
大
学
卒
業
後
、
株

式
会
社
ジ
ェ
イ
ッ
ク
に
入

社
。
社
員
研
修
や
リ
ー
ダ
ー

研
修
、
新
卒
採
用
な
ど
、

複
数
の
サ
ー
ビ
ス
や
事
業

の
立
ち
上
げ
を
担
当
し
、

執
行
役
員
・
取
締
役
等
を

歴
任
。
現
在
は
、
採
用
と

社
員
教
育
の
情
報
を
発
信

す
る
メ
デ
ィ
ア
「
Ｈ
Ｒ
ド

ク
タ
ー
」
編
集
長
と
し
て

知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
信

し
て
い
る
。

新
入
社
員
研
修
で
感
じ
た
「
今
ど
き
の
若
者
」
の
傾
向
と
対
策

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ッ
ク 

Ｈ
Ｒ
ド
ク
タ
ー
編
集
長　

古
庄　

拓
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−新会員ご紹介−

新規加入会員をご紹介いたします。（加入期間　令和７年１月１日～令和７年７月 31日）
� * 印は賛助会員

法 人 名 代表者名 業　種 所　在　地 電 話 番 号

ひたちなか地区会

*	 西 澤 造 園 西澤　俊哉 造園業 ひたちなか市佐和1497-5 029-212-9208

（株）	Ａ ｄ ｖ ａ ｎ ｔ ａ ｇ ｅ 宮田千賀子 イベント・サービス業 ひたちなか市新光町38 090-4975-2241

日 本 ア ー ル エ ス ナ イ ン 	（株） 大内　真輔 製造販売業 ひたちなか市新光町38 050-5434-6237

M A C H I Y A	（同） 武藤　周多 飲食業 ひたちなか市勝田中央3-11
三河ビルディング１F 029-229-2442

那珂地区会

（有）	石 川 建 装 石川　浩一 建設業 那珂市菅谷108-5 090-6498-7091

東海地区会

（株）	マ ル マ ス 舛井　和久 不動産業 那珂郡東海村舟石川843-1 029-229-2112

東 興 機 械 工 業 （株）�東海事業所 相澤　祐一 機械設備業 那珂郡東海村白方1-1 029-282-1431

（株）	心 制 電 大津　忠則 電気工事業 那珂郡東海村須和間174-122 090-2639-9359

大子地区会

（有）	吉成理容・美容総合研究所 吉成　　強 理・美容業 久慈郡大子町池田2640-1 0295-72-3808

（株）	ＴＥＥ－ＦＡＣＴＯＲＹ 高村　和成 清掃業 久慈郡大子町袋田2247-5 0295-72-5311

（有）	鈴 木 木 材 鈴木　五一 林業 久慈郡大子町上野宮1911 0295-77-0554

* 賛助会員

こ
の
度
、
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た　

東
興
機
械
工
業

株
式
会
社　

東
海
事
業
所 

で
す
。

1
9
6
9
年
創
業
以
来
、
機
器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
専
門
業
者
と

し
て
原
子
力
施
設
を
主
体
と
し
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。ま
た
、原
子
力
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
培
っ
た
技
術
を
、

一
般
産
業
施
設
の
工
事
に
も
活
か
し
、
幅
広
く
業
務
を
遂
行
し

て
い
ま
す
。年
々
、高
度
と
な
る
お
客
様
か
ら
の
要
求
に
応
え
、

誇
り
を
持
っ
て
仕
事
の
向
き
合
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
若
手

社
員
へ
の
技
能
伝
承
を
す
す
め
、
社
内
・
外
で
の
教
育
を
充
実

さ
せ
る
ほ
か
、
資
格
取
得
も
推
し
進
め
、
知
識
と
技
能
を
兼
ね

備
え
た
社
員
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
求
め
ら
れ
る
企
業
と
し
て
認
め
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
指
導
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

代表　齊藤　高志　所長
住所　那珂郡東海村白方1-1
電話　029-282-1431

東
興
機
械
工
業
株
式
会
社

�

東
海
事
業
所

会員紹介
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？？？？ ？？？？

【作者紹介】
神谷一郎（かみや・いちろう）

右の絵と左の絵に7つの相違
点があります。見つかったら
ご応募下さい。
応募者の中から抽選により地
域特産品を進呈いたします。

1.�官製はがき又はメール、FAXにより、事業所名、住所、担当者、電話番号（連絡先）
及び回答を記入し応募して下さい。
2.�応募先:〒313-0061　常陸太田市中城町3210　商工会館別館
　　　　　　一般社団法人太田法人会
　　　　　　℡ 0294-73-0267　FAX 0294-73-0679　E-mail:info@ohta-houjinkai.com
3.�締切り:10月31日必着　4.発表:法人会ホームページ　https://ohta-houjinkai.com
※当選者は、本会会員に限らせていただきますので、ご了承下さい。

応募方法



（第81号） （16）法　人　お　お　た

茨城支店
〒310-0805 水戸市中央2－6－29　ＡＩＧ水戸ビル
TEL.029-224-5505　　FAX.029-227-1510

水戸支社 〒310-0026 茨城県水戸市泉町1-2-4 水戸泉町第一生命ビル ３F

AFアツ課-2024-0319-2508004


